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講座担当）が4 月 8 日 遺伝子実験施設長に再任され
た。 任 期は平成10年 4 月 7 日 までである。
日開の動きププ -_:_ �·············�····· 
-=_J 
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薬学部長
市川 厚薬学部長の任期満了
に伴い， その後任として ， 佐 藤
公道薬学部教授（薬品作用制御
システム専攻分子作用制御学講
座担当）が 5 月 1 日 薬学部長に
任命された。 任 期は平成10年 4
月30 日 までである。 佐藤公道教授
原子炉実験所改組記念講演会・祝賀会及び国際シンポジウム
平成7 年 4 月 ， 研究組織の再編成を行った原子炉
実験所では， 新たな活動の出発を記念し ， 平成 8 年
3 月18 日 （月 ）午後2 時30分から ， 同所附属原子炉
応用センターにおいて改組記念講演会を開催した。
講演会では， 初めに前田 豊所長， 井村裕夫京都
大学総長 （代理 西川稗ー原子 エネルギー研究所
長）の 挨拶があり ， 林田英樹文部省学術国際 局長
（代理 1青 木孝悦研究 機関課研究調整官）の来賓 祝
辞があった。
続いて， 伊達宗行 日 本原子力研究所先端基礎研究
センター長が「研究用原子炉の利用とその展望」，
名古屋大学工学部仁科浩二郎教授が 「原子力教 育に
おける原子炉実験所の役割」， さらに オーストリ ア
大学原子力研究所ヘルムート・ ラ オ ホ教授が「異
なった方式の中性子源の共存協力」 と題した特別講
演を行った。
その後， 会場をホテル関西空港に移して， 午後 6
時からレセ プションが開催され， 文部 省清 木研究調
整官， 広 瀬研吉科学技術庁原子力安全局核燃料規制
課長， 矢吹蔦害大阪府原子炉問題審議会会長 ， 上垣
正純熊取町長， 岡田東一大阪大学産業科学研究所長
及び吉川允二 日 本原子力研究所理事長の祝辞， 丹羽
義次京都大学名誉教授の発声による乾杯に続き ， な
ごやかに歓談に入り盛会のうちに終了した。
なお， 特別講演会には約 150名， レセ プションに
は約 200名の学内外研究者や地元 関係者等の参加が
48 
京 都 大 学 康 辛帽・ H 』
組記念特長「言語：覧 会
あった。




セ ッションから構成され， 海外から アメリカ合衆国
をはじめロシ ア連邦 ， オーストリ ア共和国， ドイツ
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ヘリオ卜口ン核融合研究センタ一研究成果報告会・懇談会
ヘリ オトロン核融合研究センターは ， 本年で20周
年を迎え一応その任務を完了した。 このたび新たな
る方向への転換をめ ざしその組織を発展的に解消す
るのを 機に 3 月20 日 （水）午後 3時から ， 京大会館
において「ヘリ オ卜ロン核融合研究センタ一一20年
のあゆみ～」として研究成果報告会が開催された。



















入学式が ， 4 月 19 日 （金）午後 1時30分から ， 名誉
教授はじめ来 賓の臨席のもとに ， 工学部大会議室に
おいて挙行された。
入学式は， 学歌斉唱（京都大学合唱団が協力）に




り ， 井村裕夫総長， 北尾善信文部省学術国際局研究






報告会終了後， 懇談会が催され， 井村総長 ， 北尾
国際 プロジェクト官の祝辞の後， 上之園親佐 名誉教







国 人入 学 者 数 学 生
社会・環境科学 専攻 27 人 ( 1 ）人
基礎科 学 専攻 40 
変換科学 専攻 19 
応用科 学 専攻 21 
言十 107 ( 1 ) 
（注） 外国 人留学 生， 社会人は入学者の内 数
故浅沼高里教綬経済学部葬
本年 3 月2 3日逝去された 故浅沼寓里教授の経済学















た 。 その間， 昭和40 - 4 3年には米 国レンセラー工科
大学で博士研究員， 平成2-4 年には京都大学化学
50 
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手皇 博 士 （後 期） 諜 手呈
社会 人 入 学 者 数 外留
国 人
学 生 社会人
人 9 人 ( 2）人 ( 7）人
4 ( 2 )  
4 ( 1 ) 
5 ( 1 ) ( 1 ) 










要な研究課題とした 。 その中で特筆すべきは， ゾ
jレゲール 法による 機能性無機材料の新しい低温合成














和5 9年に「ガラス科学特にソール ゲール 法の研究」で
日 本人として初めて米 国セラミックス学会ガラス部
会G.W .Morey賞， 昭和63年に 「 機能性無機ガラス
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本庶 佑教授が恩、賜賞・日本学士院賞を， 渡辺信三教援， 竹市雅俊教授が
日本学士院賞を， 川那部浩哉名誉教授が日本学士院工ジンバラ公賞を受賞
このたび， 本庶 佑教授が思賜賞・ 日 本学士院賞を， 渡辺信三教授， 竹市雅俊教授が日 本学士院賞を， 川那
部浩哉名誉教授が日 本学士院エジンパラ公賞を， それぞれ受賞されることになった。 授賞式は， 6月上旬， 日
本学士院で行われる予定である。
以下に各氏の略歴， 業績等を紹介する。





よ び 米 国 国 立衛 生 研 究 所
(N IH）におけるポスト ドクト








期抗体のみを作る。 その後， B細胞が分化して， 免
疫の中心となる IgGや， イン フルエンザ免疫の













測し， その後マウス抗体H鎖遺伝子座 DN A を単離
し， 予想の通りであることを証明した。 第三に，
1 98 6年， 微量物質の遺伝子を単離する独自の方 法を
開発して抗体のクラススイッチを制御する増殖因子











な段階の分子制御 機構の解明 を行い， 免疫学に貢献





和5 9年日 本遺伝学会木原賞， 昭和63年武田医学賞，












用 され， 昭和37年同 教養部講
師， 昭和40年同理学部助教授を経て， 昭和4 9年同教
















をもたらし， 以後の確率解析の発展の重 要な契 機と
なった。
竹市雅俊教授は， 昭和4 1年名






た。 同53年助教授， 同 61年教授に昇任， 平成4 年か
ら岡崎 国立共同研究 機構基礎生物学研究所制御 機構









よる解析を P .Malliavinが提唱していた。 これに対
し同教授は， 無限次元 空間であるウイナー空間上










成功し， 世界的な注目を集めた。 それ以後も， 分数








































3 6年講 師， 同44年助教授を経
て， 同52年教授になり， 平成5
年まで動物生態学講座を担当し
た。 平成 3 年から新設の生態学
研究センター長を併任し， 同 5 年同センタ一教授，
センター長を経て， 同 8 年停 年 退官し， 名誉教授の
称号を受けられた。 この間， 評議員を歴任し， 本学
の管理運営に尽力され， また学界においては国際生
態学会（I N TECO L） の副会長， 収入役などを歴任
し， 現在は， 日 本生態学会会長， 国際理論応用陸水
学会（SIL） 日 本代 表， 国際生物科学連合などによ
る国際生物多様性研究組織（DIVERSIT AS） 委員，




る。 これは ア ユが集団の密度によって， 「なわばり」




ある。 これらの研究を基礎として完成させた ア ユの
放流基準密度は， 日 本全国で広く用いられている。
53 






同 4 年中日文化賞， 同 5 年大阪科学賞， 同 6年朝日























【紹介 �－－��二 _ _J 
一京都大学の百年（第18回）一
京大キャンパスと地域文化財






は， 京都・ 宇治・ 大津市にある17箇所の社寺や城な
どからなっている。 煩をいとわず列挙すると， 京都
市の賀茂別雷神社 （上賀茂神社）・賀茂御祖神社
（下鴨神社）・教王護国寺 （東寺）・ 醍醐寺・ 仁和
寺・ 高 山寺・ 西芳寺・ 天竜寺 ・鹿苑寺（金閣寺）・
慈照寺（銀閣寺）・竜安寺・ 清水寺・ 西 本願寺・ 二
条城の14箇所， 字治市の平等院， 宇治上神社， 大津
市の延暦寺である。
これらはいずれも， 「千 年にわたり， 我が国の都
であった古都京都において 歴史 上・芸術上価値が








































もっている。 江戸時代初期， 慶長6年（160 1）再建
の建築である。 また北方の地には春日杜があり， 江
戸時代前期， 慶安元年（1648）修造の春日造本殿四
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大学院理学研究科人類学講座人類進化論分野











































の分配， 交尾， 毛づくろい， 闘争の援助などを交換
しているという3正視�ii�あカfり女台めている。 しかも，
マイナスのお返し， つまり「目には目を， 歯には歯























調べた学生もいる。 ホモ・ サピエンスの歴史の 90%
以上， ホモ属の歴史の 9 9%以上は狩猟採集生活で




を用いる人文・ 社会学的方法でなく， 直接， 人々を
追跡し， 観察するという方法を第ーとするところ
に， 理学部でヒトの行動研究をおこなう意義があ









1. 募集人員， 志願者数， 合格者数， 入学者数， 合格者最高点・最低点（総点）等調
学部 ・ 日程
！ 前文期系




























































2 536 8‘214 
355 6 077 
2 891 14 291 
（備考 ） 1 ） 合格者数には追加 合格者を含む。
受験者数 合格者数 入学者数
249人 57人 人























2 640 940 
1,050 






13 452 2,939 2 926 
2） 前期 は3月 8 日， 後 期は3月23日の 合格発表時のものである。
3 ） 法学部・経済学部の外国学校出身者のための 選考を除く。
〔外国学校出身者のための 選考の実施結果（外数） 〕
点でTえ ん－ 音日 募集人員 志願者数
第l段階
選 抜 受験者数 合格者数
合格者数
法 ヴ主1 ．ー 音II 20人 51人 39人 32人 18人
経 i斉 会寸単ー． 音rs 10 56 29 26 13 
57 
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総 占
満 点
最 高 点 最 低 点
800 点 621.66 点 518 占
800 602.25 498.25 
800 520.33 458.99 
700 556.41 456.58 
700 500 457.75 
800 605.83 530.24 
1,000 731.32 586.25 
750 597.5 487.5 
500 413.25 369.25 
800 654 530.5 
1,050 643.5 461. 25 
950 545.35 450.1 
650 560 359 
400 339 257 
1,250 1,040 880.5 
1,250 928 912.75 
950 727.08 578.16 
950 718.87 604.66 
1,000 833.5 561.08 
1,100 889.75 721.5 
1,050 753.58 627.83 










募集人員 志願者数 合格者数 入学者数 i前 点
最高点合格者数 最低点
前 期 940
人 2,646人 2,640人 2,611人 940人 人 1,000 占 833.5 占 561.08 占
工 学 部 1,050 
後 期 110 1,431 1,426 732 116 1,100 889.75 721.5 
前 112 315 315 112 710.58 569.66 
土木系学科 126 
後 13 164 164 14 807.5 751.25 
円リ 40 116 114 40 779.75 581.41 
衛生工学科 45 
後 5 51 51 7 820.25 727.5 
目lj 36 142 141 36 660.25 561.08 
資源工学科 40 ． 
後 4 48 48 4 799.25 721.5 
日リ 85 240 239 85 791.5 639.33 
建築系学科 95 
後 10 178 176 10 824 802 
前 232 660 659 232 833.5 636.25 
物理工学科 259 
f愛 28 351 350 30 889.75 768.75 
円lj 126 31°8 318 126 788.83 626.58 
電気電子工学科 140 
後 14 201 201 15 835.5 767 
前 90 253 252 90 792 645.66 
情 報 学 科 101 
後 11 129 128 11 838.75 758.75 
前 219 602 602 219 762 .41 593.66 ． 
工業化学科 244 
後 25 309 308 25 869.75 750.75 
前 期 252 736 733 721 259 1,050 753.58 627.83 
農 学 部 320 
後 期 63 762 761 460 64 810 601. 63 489.73 






期 85 名 後 期 22名） 104 
生物機能科学科 125 128 （前 期103名 後 期 25名） 128 












































































教育 法 経済 理
1 19 10 60 
6 2 10 
2 5 9 
1 
1 2 4 
2 8 10 15 
1 2 2 2 
3 3 1 5 
4 2 21 
1 6 
2 3 3 21 
3 
1 8 18 33 
2 3 3 
3 12 6 9 
3 3 1 
6 11 8 17 
3 4 
4 9 23 75 
2 2 
1 18 26 74 
5 4 4 
28 76 125 267 
2 8 15 36 
4 39 31 116 
9 2 12 
3 10 5 20 
2 1 2 
3 5 8 17 
1 3 
4 18 5 32 
5 1 5 
5 14 19 16 
1 6 3 3 
3 2 13 
1 1 
5 6 5 25 
1 1 
5 17 21 23 
1 4 1 
3 21 19 56 
1 3 2 1 1  
19 105 69 111 
6 29 6 17 
医 薬 工 農 言十
16 4 42 18 198 
1 10 5 41 
1 1 3 3 31 
1 4 
2 1 2 19 
1 1 4 
1 10 4 62 
1 2 11 
2 3 21 
2 6 40 
1 11 
8 13 4 74 
2 2 11 
10 2 39 20 157 
8 3 22 
6 2 9 7 70 
2 2 14 
16 29 12 116 
2 3 15 
9 4 60 23 234 
1 8 3 20 
13 12 67 36 306 
1 11 5 37 
76 21 197 91 1,066 
7 4 32 12 143 
29 4 105 59 460 
24 12 70 
4 3 14 13 89 
4 1 16  
3 2 15 4 78 
2 5 19 
6 46 12  141 
16 3 31 
4 5 29 8 133 
2 1 2  34 
5 7 5 40 
3 
7 1 31 10 105 
10 2 16 
6 4 44 16 161 
2 1 1 1  4 28 
18 6 80 45 285 
1 24 12 56 
24 22 280 80 808 








































人目司官： 文 教 法 経j斉 理育
13 11 5 20 21 39 
3 4 1 8 6 6 
15 21 12 30 32 30 
1 2 7 2 7 
73 123 27 185 214 139 
11 25 9 50 41 20 
110 157 65 337 287 270 
23 40 15 81 52 37 
76 83 23 171 155 182 
12 18 4 53 39 35 
45 39 16 92 86 92 
8 8 5 28 18 17 
9 21 9 18 15 27 
6 5 6 4 5 
4 5 3 12  2 5 
1 2 1 2 
5 11 5 5 6 
1 5 1 1 2 
15 20 2 38 20 35 
2 4 10 1 11 
19 19 7 46 18 69 
3 8 3 13 4 10 
2 5 11 6 21 
2 2 3 2 
4 4 4 8 2 12 
2 3 2 
15 16 4 23 29 31 
2 3 3 2 5 
7 15 1 9 25 17 
2 3 2 3 5 
4 5 3 10 8 14 
1 1 4 2 2 
32 48 14 56 41 73 
3 8 5 15 4 10 
7 3 2 16 4 15 
2 1 1 
4 5 6 15 3 11 
1 1 1 4 
6 13 1 17 11 13 
2 4 1 3 3 3 
2 2 1 9 3 7 
1 1 3 1 
3 4 4 5 10 
1 
25 17 2 16 16 27 
5 4 3 5 
3 1 4 1 10 
3 
15 8 5 20 14 27 
1 4 
2 
872 1,052 319 1,583 1,443 2,225 
134 223 64 390 234 326 


















































52 16 198 
15 5 53 
93 34 284 
26 6 54 
504 189 1,604 
121 35 348 
865 297 2,595 
234 63 568 
446 169 1 ,478 
129 43 364 
347 66 847 
89 12  198 
42 25 177 
1 1  7 47 
17 6 63 
6 17  
21 7 70 
6 2 20 
59 31 236 
18 7 54 
83 22 311 
28 4 78 
38 6 98 
9 2 20 
18  16 81 
5 5 18 
49 14 200 
15 3 35 
44 18 159 
11 5 33 
15 11 74 
2 4 17 
119 34 435 
37 5 91 
24 7 83 
5 3 13 
14 12 76 
5 2 15 
14 5 83 
4 20 
9 10 49 
2 3 11 
8 2 41 
1 5 
39 17 188 
5 5 34 
11 1 35 
5 8 




4,077 1,498 14,291 
1,050 320 2,926 
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志願 者 1 入 学 者
l 現 役｜ 浪 人 II I 現 役｜ 浪 人総 数 1 総 数I s. 3卒I 7. 3卒I 6. 3卒 ｜ 5.3卒 14.3 以前卒1 I s. 3卒I 7. 3卒I 6. 3卒 ｜ 5.3卒 14.3 以前率
一一一＿＿＿s1. L ......県 守し一一一＿＿? ＿ ＿し一一一一一一一｜ 一一 一一一一J 一 一一·－· Jl 一一 一立1 一一一＿＿＿16J ＿＿＿一一＿＿ u ＿＿＿＿＿＿一一一一l一 一一一一 一一l一一
他 s1 I他 49 I 他 2 I I I 11 他 17 I 他 16 I他 i I 96 . 1 % I 3 . 9 % 11 I 94 . 1 % I s目9%
. _56_ l . 旦 l… ． .?_ L ｜ 一 ー －· .J 今 ー . .  .1一一一. --7. .し ーー－ 7-l.ー ーー｜………ーI_... 
他 56 I他 54 I他 2
96.4% 3.6% 












学化学研究所研究員， 講 師， 助教
授を経て昭和40年 同大学化学研究所教授に就任， 高
分子結 晶学部門を担 当された。 昭和52年停 年により
退官され， 京都大学名誉教授 の称号を受けられた。
先生は， 電子顕微鏡を用 いた高分子結 晶に関する
研究， 中でも 「高分子鎖 の折りたたみ構造」 の発見
など先駆的な研究をされ， 優れた研究業績を残され
て， 高分子構造 の研究に大 き な 貢献をされた。
浅沼 寓里 経済学部教授
経済学部 教授 浅沼寓里先生
は， 3 月2 3日逝去された。 享年
60 0 
先生は， 昭和3 6年京都大学経済
学部を卒業， 引 き 続 き 同大学院で
学ばれた後， 同経済学部助手， 助
教授を経て昭和5 9年教授に就任， 同63年から平成2
年 同評議員， 同 5 年 4 月 から 同 7年 3 月 まで経済学
部長を務められ， 本学 の管理運営に多大 の貢献をさ
れた。
先生は徹底した実証主義に立脚し， 国内外で の詳
細な 聞 き 取り調査に基づ き 企業組織及び企業間取
医学部附属病院総務課庶務掛中 岡 弘子
主任
医学部附属 病院総務課庶務掛主任 中岡 弘子氏
は， 3 月25日逝去された。 享年60。
同氏は， 昭和4 1年 本学 医学部附属 病院に 就職以
来， 30年余り の 永 き にわたり庶務関係業務に尽力さ
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また， 高分子 固体 の微細構造 の解明のため， 昭和
18年我が国で最初 の超 薄切片技 法を開発し， 昭和3 3




により， 再び瀬藤貨を受賞された。 昭和4 9年には，
原子レベルの分解能を誇る世界ー の超高分解能電子
顕微鏡の設置に尽力された。
さらに先生は， 昭和24年， 日 本電子顕微鏡学会 の
設立に尽力され， 昭和4 6年度には 同学会長を務めら
れた。 これら一連 の研究活動， 学会活動により， 昭




れた。 さらに， 理論研究 の 面でも， 自ら の 実証研究
の成果に依拠して， 取引 費用 の経済学や契約理論等
の枠組み の拡張にも 努め， 日 本 の 企業組織と企業間
取引 の論理を理論と実証 の両面から厳密に解明され
た。 なかでも最大 の貢献は， 自動車産業 のメーカー
とサ プライ ヤー の関係について の一連 の研究であ
る。 代 表的著 作として， “I nterfirm Rel ationship s m 
the J ap a nese A ut om ob ile I ndu str y，， カfある。







本学名誉 教 授 木 島 正夫先生





教授を歴任 された後， 京都大学薬学部教授に就任 ，
生薬学講座を担当 された。 昭和52年停 年により退官
され， 京都大学名誉教授の称号を受けられた。 この
間 ， 京都大学薬学部附属薬用植物園長， 京都大学評
議 員等を歴任 され， 大学の管理運営に貢献 された。
本学退官後は ， 昭和52年10月 から平成2 年 3 月 ま
水津 一朗 名誉教授
本学名誉教 授 水 津一 朗 先 生





昭和3 4年 4月 京都大学文学部助教授に就任 ， 同 46年
教授に昇任 ， 地理学講座を担当 された。 昭和61年停
年により退官 され， 京都大学名誉教授の称号を受け
られた。
その間， 昭和55年 1月 から評議員として， ま た昭
和5 6年 1月 から同58年 1月 ま で文学部長として大学
の管理運営に貢献 された。
退官後は昭和63年 6月 ま で 奈 良大学文学部教授，
62 
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で北海道薬科大学教授， この間昭和5 9年 4月 より平
成2 年 3 月 ま で北海道薬科大学長を務められた。
先生は， 生 薬学において約 40年にわたり教 育及び
研究に専念 された。 特に生薬の基原同定に関する研
究分野を確立し， 正倉院薬物の研究， 東南 アジ ア生
薬の研究に優れた研究業績を残 された。
ま た， 日 本生 薬学会長として， あるいは大学設 置
審議会 ， 中 央薬事 審議会な どにおいて長年活躍 さ
れ ， 我が国の生薬学領域 ， 薬学教 育及び薬事行政に
貢献 された。 これら一連の功績により ， 昭和52年11




昭和63年 7月 から平成 6年 3 月 ま で 奈 良大学長を務
められた。
先生の専門は ， 社会地理学， 歴史地理学 ， 地理学
史 ， 位 相地理学の諸分野に 及んでおり ， 近代地理学
を確立した ドイツ 地理学を基礎として， 景観論と 機
能論を総合した地域論を展開 され， ま た古典的な地
理学と2 0 世紀後半に台頭した計量地理学の止揚をめ
ざした位相地理学を提唱 された。 主な著書に 『社会
地理学の基 本問題』 『社会集団の生活空間』 『 ヨ ー
ロ ッパの村落研究』 『地域の論理』 「近代地理学の開
拓者たち』 『地域の構造』 な どがある。
学界においては通算 3 期にわたって人文地理学会
会長を務め， ま た史学研究会理事長， 日 本学術会議








【 日 誌 1 99昨 日 1 日 ～ 3 月 間 ）
3 月 1 日 ケニ ヤ 教育省 Sim onS . LES RIMA 事務
次官他 3 名来学， 総長及び関係教官と懇
談
4 日 フランス共和国 ロベール・シューマン
大 学（ストラス プー ル第三大学）Pierre 





カナダ・ ケベ ック 州大学学長校長協議会




8 日 放射性同 位元 素等管理委員会
12 日 環境保全委員会
13 日 入 学 者 選抜 学力 試験（後 期 日 程 試 験）
(14 日 まで）
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18 日 附属 図書館商議会




2 6 日 卒業式
評議会
。 中 華 人 民 共和国 社会科 学院 萎 漢章
外事局長他 9 名来学， 総長及び関係教官
と懇談
2 7 日 スウェーデン ・ ルント大学
B oel Fl odg ren副 学長他 6 名来学， 総長
及び関係教官と懇談
28 日 ドイツ 連 邦 共 和国 ミ ュ ン へ ン 大 学
A ndrea s Heidrich 学長他 1 名来学， 総長
及び関係教官と懇談
亡:1京大広報 1996. 5 No. 502 
【お知 ら せ ） 
平成8年度創立記念行事音楽会の開催









プ ロ グ ラ ム
記
平成8 年 6月 12 日（水） 午後 6時30分 間 演
京都 コ ンサ ートホー ル 左京 区下鴨半木 町 l 番地の2 6
90スト ッ プの巨大パイ プ オ ル ガンの醍醐味
吉田 文（パイ プ オ ル ガン）
吉田 徳子（ ク ） 
J . s . バ ッ ハ ： ト ッカ ータと フ ー ガ ニ短調 BWV .5 65 
ラ ン グ レ イ ： ダブル・ フ ァ ンタジ ー （連弾 ： 第 2 オ ル ガン 吉田徳子）
シュト y クマイ ヤ ー ： ミロの絵に寄せるインテ ルメ ッツ ォ
（演奏者時歴）
吉田 文




グ ナ ー ： “ニ ュ ルンベ ルグの名歌手” 序曲
ベ ン ： r フ ァ ウスト』 より “学生の歌”
ヒ ェ ル ： ペダ ル・ ソロによる舞 曲集
アンタ ル フィー ＝シロス ： 黒人霊歌によるスケッ チ
吉田 徳子
名古屋生まれ 。 1987年中学校卒業と同時に単身渡
独 ， パ ーダ ーボーン大 聖堂 オ ル ガニスト ： ヘ ルムー
ト・ ベ ータ ース氏に 師事 して本格的に オ ル ガンを学
びはじめた。
1 98 9年 ， 17 歳で ドイツ 国立ケ ル ン 音 楽大学に入
学 。 1 9 94年 同 大 学 カ トリック教会 音 楽科 を 卒 業
{K a nt orin} (A 級教会音楽家）の称号を受け， 引続
き同大学 オ ル ガン科に入学 し研錯を続けると同時
に， ケ ルン市聖カタリ ー ナ教会 オ ル ガニストを務め
ている 。
コンサート・ オ ル ガニストと して， 数度の ドイツ
演奏旅行， 数々のリサイタ ルや ， 名古屋 フィ ル ハ ー
モニ ー 交 響楽団， オ ー ケストラ・ アンサン プ ル金
沢， 関西 フ ィ ルをはじめ多くの オ ーケストラ ， 合唱
団との協演を精力的にこな している。 名 古屋聖霊短
期大学助教授， カトリ ック 南山教会 オ ル ガニスト 。
この間198 9年 4 月 には 由緒ある 「パ ーダ ーボーン
大 聖堂 オ ル ガン・ ツイク ルス」に17 歳で抜擢されて
メシアンの “ 主の 降誕” 全 曲 を 演 奏， 絶 賛を博 し
た 。 また19 91年秋には， 母・ 吉田徳子との 「 オ ル ガ
ン連弾演奏会」で ドイツ各地に演奏旅行 して話題と
なった 。 1 9 96年 2 月 に デュ オを行い， 5月2 5日の コ
ンサ ート及び 6月 17 日 プラハ放送交響楽団東京公演







定員は1 ,000名先着順と します 。
（学生部）
． 
． 
